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科 目 名         ＣＡＤ・ＣＡＭ 科 目 の 種 別         工 業 ( 専門機械 ) 

担 当 教 員 名         高橋 修 所属（コース） 工業技術科（機械コース） 

開講学期／単位数         ２年前期 ／ ４単位 
科目の 

分 類 
講義・演習 

標 準 授 業 

時  間  数 
６０時間 

科 目 の  目  標 授    業    計    画 

現代社会の中では製品設計、生産活動、

生産管理の分野にコンピュータが浸透し、

設計、生産および管理がコンピュータで統

合されたコンピュータ統合生産ＣＩＭが重

要となっている。 

ＣＩＭの基礎知識と最新動向、ＣＡＭソ

フトの取り扱いと加工の流れを学習する。 

 

第１週 

第２週 

第３週 

第４週 

第５週 

第６週 

第７週 

第８週 

第９週 

第10週 

第11週 

 

 

第12週 

第13週 

第14週 

第15週 

 

CAD・CAM生産システムについて 

2D-CADの演習（WinMAX）〃 

【テスト】2D-CAD 

3D-CADから 2D-CAMへ DXFで移行 

画像からの CADデータ化 

CAM演習 輪郭加工（レーザー加工） 

  〃 

ポストの設定（小型 CNC ﾌﾗｲｽ,ﾚｰｻﾞｰ用） 

CAM（ﾎﾟｹｯﾄ加工・島残し加工）演習 

   〃 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ支援による工程・作業計画（CAP） 

CIMの構成など生産システムについて 

【調査発表会】 

3DCAM実習（いわて DEセンター） 

   〃  

   〃 

   〃 

授 業 の 概 要 

各種ソフトウエアについて基本的な操作

方法学習し、３Ｄ－ＣＡＤ、２Ｄ－ＣＡＤ

から２Ｄ－ＣＡＭによるＮＣデータ作成、

加工を行う。 

ＣＡＤ・ＣＡＭの位置づけを理解できた

ところで、ＣＩＭの構成について解説し、

生産システムに関する最新動向を各自調査

し、理解を深める。 

後半には、Ｆｕｓｉｏｎ３６０によるＣ

ＡＭの活用について学習する。 

教科書、教材等 
学習プリント 

SolidWorks、WinMAX のマニュアル等を使用する。 

評

価

基

準 

関心・意欲 

・態度 

（２５％） 

設計、生産、管理を統合した生産システムの構造を理解できる。 

ＣＡＤ、ＣＡＭ、ＣＡＰの仕組み・内容に興味・関心をもって調査できる。 

ＮＣ工作機械による加工とＣＡＭの関係を理解する。 

思考・判断 

・表現 

（２５％） 

ＣＡＤ、ＣＡＭ、ＣＡＰのソフトウエア、ハードウエアの役割が理解できる。 

企業の生産現場において、どのような流れでデータ管理されているか理解する。 

図面の作成、ＮＣデータの作成のために適切なソフトを選択できる。 

調査内容をまとめて発表することができる。 

技能 

（２５％） 

ＣＡＤにより、正確な作図ができる。 

ＣＡＭによるＮＣデータ作成ができる。 

ＣＡＤからＣＡＭへのデータの流れについて理解、データの交換ができる。 

数値制御工作機械（１年次）の学習内容を活用できる。 

ＮＣ工作機械の特徴を理解し、ポスト設定ができる。 

知識･理解 

（２５％） 

２次元や３次元のＣＡＤソフトの活用方法とその仕組みを理解する。 

ＣＡＭは、ポスト設定や工具設定等の各種設定方法を理解する 

ＣＡＭソフトの各種設定内容を理解する。 

設計から NC データの作成、そして加工まで一連の生産システムを理解する 

 


